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【著書】

『看護診断・実際・評価の実際』／「看護記録Ⅲ．看護記録の実際」、南江堂、2004年共著。
『根拠がわかる基礎看護技術』／「動くことの援助」「吸入・吸引」、メヂカルフレン
ド社、2008年、共著。

【論文】

「小児看護実習におけるウイルス感染症についての課題」／『京都府立医科大学医療
技術短期大学部紀要』6（1）、1996年、共著。

「床上排泄の援助に関する演習の教育効果―実技演習と床上排尿験の学びを比較し
て」／『京都府立医科大学医療技術短期大学部紀要』7（2）、1998年、共著。

「看護学生における小児ウイルス感染症の抗体保有状況」／『京都府立医科大学医療
技術短期大学部紀要』8（1）、1998年、共著。

「実技『寝衣交換』の評価」／『京都府立医科大学医療技術短期大学部紀要』8（1）
1998年、共著。

「家庭と地域をつなぐ子育て支援」／『京都府立医科大学医療技術短期大学部紀要』9
（1）、1999年、共著。

「看護における感情研究の現状―『感情労働』の視点から」／『京都府立医科大学医
療技術短期大学部紀要』10（2）、2001年、共著。

「ホスピス・緩和ケア病棟看護婦の経験年数別における継続教育のニーズ」／『京都
府立医科大学医療技術短期大学部紀要』11、2002年、共著。

「看護師の感情労働測定尺度の開発」／『日本看護科学会誌』25（2）、2005年、共著。
‘Nursing Diagnoses and Interventions of Japanese Patients with End-Stage 

Breast Cancer Admitted for Different Care Purposes’ /『International 

Journal of Nursing Terminologies and Classification』16（3）、2005年、共著。
「看護師の感情と認識が感情労働に及ぼす影響」／『日本看護福祉学会誌』11（2）、
2006年、単著。

「中堅看護師の看護実践能力の発達過程におけるプラトー現象とその要因」／『日本
看護研究学会雑誌』30（5）、2007年、共著。

「病院の退院支援・退院調整の役割に関する診療報酬化に向けての調査」／日本看護
福祉学会誌、2009年、共著。

「臨床看護師の看護学実習環境に関する意識調査」／京都橘大学研究紀要35、2009
年、共著。

【翻訳】

『事例に基づく看護診断の正確性の検証』（マーガレット・ラニー著）／「介護者に対
するケア―アルツハイマー病のクライエントの家族」、ブレーン出版、2002年、
共訳。

研究課題1⃝看護職の感情労働に関する研究
研究課題2⃝看護診断に関する研究
研究課題3⃝終末期看護に関する研究
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職名

看護学部
看護学科講師

学歴

大阪大学大学院医学系研究
科保健学専攻博士後期課程
修了（2006）

学位

博士（看護学）（大阪大学、
2006）

所属学会

日本看護研究学会、日本看
護学教育学会、日本看護社
会政策学会、日本がん看護
学会、日本看護診断学会、
日本看護科学学会、日本看
護福祉学会

専門分野

基礎看護学、看護管理学、
看護過程論

【国内学会発表】

「看護師の情動知能に基づくグループ凝集性とケアの質の関連性」／第29回日本看護研究学会学術集会／日本
看護研究学会雑誌26（3）、2003年、共同。

「看護師の感情労働測定尺度の開発」／第29回日本看護研究学会学術集会／日本看護研究学会雑誌26（3）、2003年、共同。
「看護師の感情労働モデルに関与する要因」／第23回日本看護科学学会学術集会／第23回日本看護科学学会学
術集会講演集、2003年、共同。

「終末期がん患者の家族のストレスコーピング―遺族会に参加している家族における検討」／第30回日本看護
研究学会学術集会／日本看護研究学会雑誌27（3）、2004年、共同。

「ターミナルケアにおける看護診断の現状と今後の課題」／第24回日本看護科学学会／第24回日本看護科学学
会学術集会講演集、2004年、共同。

「静脈注射実施過程における指差呼称の効果」／第31回日本看護研究学会学術集会／日本看護研究学会雑誌28
（3）、2005年、共同。

「臨床実習指導者講習会に参加した臨床看護師の学習ニーズ」／第16回日本看護学教育学会／日本看護学教育
学会学術集会講演集、2006年、共同。

「臨床看護師が新卒者の指導で抱えている問題」／第38回日本看護学会論文集、2007年、共同。
「臨床看護師の実習指導力量とその要因」／日本看護学教育学会第17回学術集会講演集、2007年、共同。
「臨床看護師がもつ看護学生に対するコミュニケーションの指導に関する意識」／日本看護学教育学会第17回
学術集会講演集、2007年、共同。

「対象者の理解と自己洞察をはかる『コミュニケーション実習』における学生の内的状態への影響」／第27回
日本看護科学学会学術集会講演集、2007年、共同。

「看護学生における臨床学習環境、メタ認知、看護実践力の関係―大学生および専門学校生の特性―」／第30
回日本看護科学学会、2010年、共同。

「実習における看護大学生のメタ認知を促進する支援とその影響要因」／第30回日本看護科学学会、2010年、共同。
「臨床看護師の看護実践能力とクリティカルシンキングの関連性」／第30回日本看護科学学会、2010年、共同。

【国際学会発表】

‘NEED OF CONTINUING EDUCATION OF NURSES ARE ENGAGING IN PALLIATIVE CARE : 

RECOGNITION OF NURSES IN GENERAL HOSPITALS AND HOSPICE PALLIATIVE CARE 

WARDS’／First International Conference Japanese Society of Cancer Nursing、2003年、共同。
‘Nursing Diagnoses and Nursing Intervention in Japan for terminal stage breast cancer patients 

admitted under differing care aims’／NANDA, NIC and NOC 2004 Conference、2004年、共同。
‘Education needs of nurses and the role of universities in Japan’／ ICN Conference、2007年、共同。
「The problems and the coping process on clinical practice of mid-career nurses in Japan」／2nd  Japan 

China Korea Nursing Conference、2010年、共同。
「Effects of clinical instructors’ competence in nursing practice on the clinical learning environment in 

nursing practicums」／14th East Asian Forum of Nursing Scholars (EAFONS)、2011年、共同。

【その他】

「高齢者ケアにおける看護職の感情コントロール―ケア対象者の世代別、性別、および精神状態の違い」／『大阪ガス
グループ福祉財団研究・調査報告書』18、2005年、共著。

「看護における感情労働モデルの開発」／『大阪大学大学院医学系研究科保健学専攻学位論文』、2006年、単著。
「末期がん患者の看護診断と看護介入：診断の正確性と介入の質評価の分析」／『看護診断の正確性と看護ケア
の質の評価に基づく教育プログラム・平成15年度～16年度科研費基盤Ｃ研究成果報告書』、2005年、共著。

「回復過程の予想外の遅れにより強い精神的ストレスを受けた壮年期の患者の事例―キングの目標達成理論を
活用して」／『整形外科看護』10（12）、2005年、共著。

「経験学習モデルに基づくコミュニケーション実習」／『看護展望』、2009年、共著。


